
	

一般外科 / 犬・猫	

脾臓摘出術	

	

対象	
犬・猫	

手術時間	
60～120 分	

入院	
2～4泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

⚠ 脾臓破裂による腹腔内出血は緊急手術が必要です。急にぐったりする・お腹が膨らむ場合はす
ぐに受診してください。	

	

■ どんな手術？	

脾臓を摘出する手術です。脾臓の腫瘍（血管肉腫・脾臓腫大）・脾臓捻転・外傷による脾破裂などに
対して行います。犬では血管肉腫が多く、予後が厳しいこともありますが、緊急の出血コントロール
には欠かせない手術です。状態によっては腹腔鏡補助下での摘出も可能です。	

■ この手術が必要なとき	

・脾臓の腫瘍（原発性・転移性）	
・脾臓捻転	
・脾臓破裂・腹腔内出血	
・重い脾臓の感染症・膿瘍	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけます（緊急例では迅速に進めます）	
② お腹を切開し、腹腔内の血液を除去して出血源を確認します	
③ 脾臓の血管（脾動脈・脾静脈）を結紮・切断します	
④ 脾臓を摘出します	
⑤ 腹腔内を確認・洗浄します	
⑥ 腹壁を縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 2～4泊が目安で、輸液と血圧の管理を行います。摘出した脾臓は病理検査で腫瘍の種類・悪性
度を確認します。	

■ 術後のケア	

・病理検査の結果に基づき、追加治療の必要性を判断します	
・血管肉腫の場合は化学療法を検討します	
・退院後はしばらく安静にし、定期的に検診を受けます	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・術中・術後の出血	
・感染	
・血圧低下・ショック（緊急例）	
・腫瘍の場合：転移・予後の問題（病理結果による）	

■ よくある質問	

Q. 脾臓がなくても大丈夫ですか？	
A. はい。脾臓は免疫や造血に関わりますが、摘出後は他の臓器が役割を補うため、通常の生活が可
能です。	
Q. 腫瘍だった場合の予後は？	
A. 血管肉腫は悪性度が高く、再発・転移が多い腫瘍です。病理結果に基づいて、予後や追加治療を
丁寧にご説明します。	
Q. 腹腔鏡でできますか？	
A. 腫瘍の大きさや緊急度によりますが、適応のある症例では腹腔鏡補助下での摘出も可能です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	


